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IFCを用いたデータ連携の流れ

目的は、業務に必要な情報を受け渡すために、情報を確実に作成、保持、検証すること。
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IDM

• 目的は、ある業務における様々な関係者
が、その業務にどのような情報が必要で、
いつ、だれが情報を作成するかなどを共
有すること。

• IDMは、業務の場面に応じて必要な情報
の仕様を記載したドキュメントで、業務
の場面、準拠する要領・基準類、情報の
仕様（名称、データ型等）、情報をIFCに
適用する方法などを示す。

Information Delivery Manual：情報連携マニュアル

IDM

US Transportation Pooled Fund: BIM for 
Bridges and Structures Updateの図に一部追加
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IFC

• 目的は、CADで作成した情報を保持する
こと。

• IFCは、情報をデータとして記述する方法
を、厳密なルールとして標準化している。

• IFCは、特定のCADの形式に依存しない。
ただし、特定のCADの形式に依存しない
ということは、異なるCAD間の中間
フォーマットを意味するものではない。

Industry Foundation Classes
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IDS

• 目的は、IFCがIDMで定めた情報を保持し
ているか検証すること。

• IDSは、IDMで定めた情報を、コンピュー
タが理解できる形式で表したもの。

• IDSで、IFCがIDMで定めた情報を保持し
ているか、検証ツールを使って自動的に
検証する。

Information Delivery Specifications：情報連携のための仕様集

IDM

IDS

US Transportation Pooled Fund: BIM for 
Bridges and Structures Updateの図に一部追加



IFCの実像
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IFCの課題

• IFCの仕様は、３次元形状を簡潔つ正確に記述することが可能であるが、そのために２０
００頁を超える膨大なドキュメントが作られ、モデリング手法も計算幾何学に関連する高
度な知識を要求するものも多く含まれている。

• このため、ソフトウェア開発者でも学習に時間を要し、その結果、ソフトウェアの機能と
して実装するのに時間がかかる。

• 加えて、ひとつのモデルを表現する方法が複数あり、同じようなモデルでもソフトウェア
毎に異なるIFCファイルが作られる。
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IFCの課題

ソフトウェア毎に異なるIFCファイルが作られるため、IFCの共通部分は限られる。

ソフトウェア１ ソフトウェア2

ソフトウェア4 ソフトウェア3

共通部分
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IFCとMVD

共通部分を見つけてデータの連携を行うための『合意事項』としての『MVD』が必要。

ソフトウェア ソフトウェア

IFC

合意
事項

MVD
Model View Definition
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IFCとMVD

IFCとMVDの関係

IFC MVD

• ソフトウェアが実装する範囲
• 実質的にユーザーが使える範囲

• ソフトウェアの用途、IFCの
利用目的に応じたMVDがある。

• ソフトウェアはIFCをすべて
実装する必要はない。

2023/11/10 国際土木委員会
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IFCとMVD

IFCの有効なバージョン MVDの有効なバージョン

2023/11/10 国際土木委員会
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IFCとMVD

合意事項であるMVDの要件を満たしているか確認するのがIFC検定
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土木基本IFC検定2022における合意事項

形状に関する主要な合意事項

ソフトウェア IFC

境界表現
（B-Rep）

掃引体
（スイープ）

円筒形

NG

OK

OK

ソフトウェア IFC

境界表現
（B-Rep）

掃引体
（スイープ）

円筒形以外

OK

OK

OK
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土木基本IFC検定2022における合意事項

属性に関する主要な合意事項

文字列型

整数型

実数型

ABC123

1234

1234.567

IfcText

IfcInteger

IfcReal

ABC123

1234

1234.567

ソフトウェア IFC

2023/11/10 国際土木委員会
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土木基本IFC検定2022における合意事項

オブジェクトに関する主要な合意事項

2018 2022 2018 2022
IfcProduct 〇 〇 │ │ ┣ IfcStairFlight 〇
┣ IfcElement 〇 〇 │ │ ┣ IfcWall 〇
│ ┣ IfcBuildingElement 〇 〇 │ │ ┗ IfcWindow 〇
│ │ ┣ IfcBeam 〇 │ ┣ IfcDistributionElement 〇
│ │ │ ┣ IfcBuildingElementPart 〇 │ │ ┣ IfcDistributionControlElement 〇
│ │ │ ┗ IfcReinforcingElement 〇 │ │ ┗ IfcDistributionFlowElement 〇
│ │ │ ┣ IfcReinforcingBar 〇 〇 │ │ ┣ IfcDistributionChamberElement 〇
│ │ │ ┣ IfcReinforcingMesh 〇 │ │ ┣ IfcEnergyConversionDevice 〇
│ │ │ ┣ IfcTendon 〇 │ │ ┣ IfcFlowController 〇
│ │ │ ┗ IfcTendonAnchor 〇 │ │ ┣ IfcFlowFitting 〇
│ │ ┣ IfcBuildingElementProxy 〇 〇 │ │ ┣ IfcFlowMovingDevice 〇
│ │ ┣ IfcColumn 〇 │ │ ┣ IfcFlowSegment 〇
│ │ ┣ IfcCovering 〇 │ │ ┣ IfcFlowStorageDevice 〇
│ │ ┣ IfcDoor 〇 │ │ ┣ IfcFlowTerminal 〇
│ │ ┣ IfcFooting 〇 │ │ ┗ IfcFlowTreatmentDevice 〇
│ │ ┣ IfcMember 〇 │ ┣ IfcElementAssembly 〇
│ │ ┣ IfcPile 〇 │ ┣ IfcElementComponent 〇
│ │ ┣ IfcPlate 〇 │ │ ┣ IfcDiscreteAccessory 〇
│ │ ┣ IfcRailing 〇 │ │ ┗ IfcFastener 〇
│ │ ┣ IfcRamp 〇 │ │ ┗ IfcMechanicalFastener 〇
│ │ ┣ IfcRampFlight 〇 ┗ IfcSpatialStructureElement 〇 〇
│ │ ┣ IfcRoof 〇 ┣ IfcBuilding 〇 〇
│ │ ┣ IfcSlab 〇 ┣ IfcBuildingStorey 〇 〇
│ │ ┣ IfcStair 〇 ┗ IfcSite 〇 〇

2023/11/10 国際土木委員会
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まとめ

データ連携の要点

ユーザー

ソフト

データ

ソフト

ユーザー

• 目的に応じた、必要な情報を定めている。
• 情報を適切に作成している。
• ソフトウェアの選択で、データ連携を考慮している。

• ユーザーの要求を満たすデータが作成できる。
• 機能が正常に作動する。
• データを正しく変換している

• 目的にあったデータモデル形式を使用している。
• データモデル形式が適切に定義されている。
• データモデル形式の仕様に誤りがない。



御覧いただきありがとうございました
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